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エリア面積

約120ha

上場企業本社

約115社

連結売上高

約122兆円

事務所

約4,300事務所

就業者数

約280,000人

鉄道

28路線13駅
乗降者数117万人／日

〇 東京駅
有楽町駅 〇

〇 大手町駅

皇居

※一般社団法人大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会2020より

対象エリア
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大丸有協議会について

設立 1988年 大丸有地区再開発計画推進協議会
（2012年 一般社団法人へ移行）→大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会へ

目的

大手町・丸の内・有楽町地区において、企業・団体及び行政等のまちづくりに係る主体
との連携を図り、都市空間の適切かつ効率的な開発、利活用等を通じたまちづくり を展
開することにより、当地区の付加価値を高め、東京の都心としての持続的な発展に寄与
する。

構成員 地区の地権者企業・団体等（2020年現在86社）
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大丸有協議会と東京都・千代田区とで組成される大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティ推進コンソーシアム
にて2020年３月に策定

スマートシティビジョンの策定

※リリースより抜粋
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ビジョンオリエンテッドによるスマートシティ
大丸有地区では、まちづくりの目標として『まちづくりガイドライン』を策定しており、これら、まちづくりの
目標をよりよく達成するために、ビジョンオリエンテッドによるスマートシティ化に取り組んでいる。
また、大丸有地区のスマートシティは、我が国が迎える成熟社会における「既存都市のアップデートとリ・デザ
イン」を「公民協調のPPP、エリアマネジメント」によって推進している点も特徴である。

VISION まちづくりの目標
大丸有まちづくりガイドラインより ※2019年度懇談会議決時点

官 民
• 国
• 東京都
• 千代田区

• 地権者
• 入居企業
• 就業者 等

公民協調
PPP

誰もが快適に安全・安心に
街の魅力を連続的に体験・楽しむ

交流・出会いの拡大

都市のリ・デザインの方向性

PPP:Public Private Partnership

1. 時代をリードする国際的なビジネスのまち
2. 人々が集まり賑わいと文化のあるまち
3. 情報交流・発信のまち
4. 風格と活力が調和するまち
5. 便利で快適に歩けるまち
6. 環境と共生する持続可能なまち
7. 安全・安心なまち
8. 新技術やデータを活用するスマートなまち
9. 地域、行政、来街者が協力して育てるまち

ビ
ジ
ョ
ン
ド
リ
ブ
ン

効率性
Efficiency

快適性
Amenity

創造性
Creativity

エリアマネジメント

大丸有スマートシティ

都市のアップデートの方向性
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サービスの検討－区域の発展的課題:レジリエンスの増強／ポテンシャルの向上
大丸有地区は、スマートシティにより飛躍的に高まる価値の方向性を理解し、都市のアップデートを推進してい
く。その際、当地区の日常・非日常における、ポテンシャルの拡大・レジリエンスの増強という観点でスマート
シティ化により解決すべき課題を「区域の発展的課題」として見出し取り組むことが重要。
区域の発展的課題もスマートシティ化により進展、エリアマネジメントにより継続的に更新していく。

＜課題カテゴリ１＞

＜課題カテゴリ４＞

ポテンシャルの拡大ポテンシャルの拡大

レジリエンスの増強レジリエンスの増強

日
常
日
常

非
日
常

非
日
常

日常の
ポテンシャルの拡大

非日常の
ポテンシャルの拡大

日常の
レジリエンスの増強 非日常の

レジリエンスの増強

＜課題カテゴリ１＞ ＜課題カテゴリ2＞

＜課題カテゴリ3＞ ＜課題カテゴリ4＞

モビリティ・
移動

大丸有版
MaaS



一般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会 7

推進体制
大丸有スマートシティでは、官民連携体制及び、エリマネ連携体制を構築し推進していく。
テーマごとに取組を進めている活動体（防災、MICE等）とビジョンの共有を図り連携して取組を進めていく。
また、個別分野についてはTMIPと連携し、各種サービス実証・実装をTMIP会員等とエコシステム型での
サービス創出を目指す。

ビジョンの共有・取組の共有・方針の検討 実証・実装

大丸有スマートシティの実行体制案

Tokyo Marunouchi 
Innovation Platform

（TMIP)

・モビリティWG
・バリアフリーWG

等

大丸有地区スマートシティ推進コンソーシアム
（大丸有協議会・東京都・千代田区）

エリアマネジメント団体・実務定例会議
（リガーレ・エコッツ・駐車協・TMIP等）

官民連携

エリマネ連携

官民が連携してスマートシティ化の「ビジョンの
共有」「取組みの共有」「方針の検討」等を行う。

大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会
ースマートシティ推進委員会－

エリアマネジメントを推進する実務団体で「取組
みの共有」「連携」を行う。

・都市再生安全確保計画作成部会（防災関連）
・DMO東京丸の内（MICE関連）

・Green Tokyo研究会（環境データ関連・緑や気象等）

連携

連携

国交省・内閣府官民連携
プラットフォーム等、

省庁連携

大学との共同研究

等

取組
連携

産

官学

等

リガーレ:NPO法人大丸有エリアマネジメント協会、エコッツェリア:一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協会、
駐車協:大手町・丸の内・有楽町地区駐車環境対策協議会
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2020年度より公民連携による事業推進を継続中

• 国交省スマートシティ推進事業開始
• 官民連携プラットフォーム設立
• スマートシティリファレンスアーキテクチャー

発行

• スーパーシティ法成立
• スマートシティガイドブック発行

• スーパーシティ事業開始
• データ連携基盤 仕様公開
• デジタル庁発足

関連する
社会情勢

2019年度 2020年度 2021年度年度

活動内容

• 大丸有スマートシティ実行計画詳細版策定• 大丸有スマートシティビジョン・実行計画
策定（コンソーシアム）

• 大丸有スマートシティビジョン（モビリ
ティ・MaaS）検討会実施

・・・ WG等推進中

• 東京都スマート東京の実現に向けた先行実施エリアプロジェクト採択＜2022年度まで＞
都市OSの構築推進

• 国交省スマートシティ先行モデルPJ （R1・R2・R２補正・R3）採択

• 国交省３D都市モデルサービス開発プロジェクト（R2補正）採択（AMCI)

• 国交省日本版MaaS推進支援事業採択（R3）

• リデザインロードマップ策定

• センサーマネジメント方針策定

• 対外発信可能なHP立ち上げ

• 歩車共存の自動運転実証
• 電動キックボード実証

• 歩車共存の自動運転実証～延伸
• ロボット走行環境形成

スマートシティに係る取組状況
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≪スマートシティHPサイトのご紹介≧

「大丸有の知と共に」というメッセージを込めてw/＝ウィズ
というHPを立ち上げた。スマートシティに関する情報を随時
更新中

■実行計画 詳細版 ver.1.0 策定・公開

https://www.tokyo-omy-w.jp/
■リ・デザインロードマップ 策定・公開

■センサーマネジメント方針 策定・公開

エリア全体の最適なデータ
収集のためのセンサー・
IoT環境を、まちの発展に
必要なデータが最有効に活
用されるための連携の仕組
みと共に検討・整理

本方針では考え方の他、検
討過程や考察をサマライズ
した

センサー機器によるデータ収集に関して、センサーマネジメント
方針として策定

大丸有地区スマートシティ
推進コンソーシアムは「ス
マートシティ実行計画 詳
細版」を策定

本計画は、2020年3月に策
定したビジョン・実行計画
のうち「実行計画」部分の
アップデート版として策定
した

「都市のリ・デザイン」のコンセプトを「Smart＆Walkable」と
設定し、新モビリティの導入を伴う大丸有版MaaSを実現するた
めの具体的な「リ・デザイン像」を策定

都市空間の将来像仮説
「リ・デザイン像」を、実
験やシミュレーションを通
じて実証・検証し実現して
いくための取組方針を時間
軸とともに整理した

実行計画詳細版等 情報公開について
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スマートシティ リファレンス
アーキテクチャに記載あり

スマートシティ リファレンス
アーキテクチャに記載あり凡例: 実装済み実装済み大丸有独自機能大丸有独自機能

都市OSの構築等に係る取組状況
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都市のリ・デザインについて
「Smart＆Walkable」をコンセプトとした都市のリ・デザイン像を策定し、大丸有版MaaSの将来像を示
した。大丸有エリアでは、Walkableな街路空間として代表される丸の内仲通り等街路によって特性が存
在するため、それぞれの街路の特性に応じた将来像を策定した。

新モビリティの導入検討にあたっては、大丸有地区のまちづくりで形成してきた通りごとの特性を捉えて、モビ
リティネットワークを構成していく。
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路面の段差はなし。
フラットに、より自由に

歩く人も、
パーソナルモビリティに乗る人も、
くつろぐ人も働く人も、みんな共存様々な情報を発信・収集する

多機能サイネージポール

店舗と一体となった
道路空間・建物内外の

人の活動の連続性

まちを快適に楽しむ
グリーンスローモビリティ

パレット型モビリティで
通りの機能をフレキシブルに拡張!

路面のライティング装置による
自由でフレキシブルなゾーニング

一般車両は進入禁止!
通行可能車両が近づくと下がる

ライジングボラードでの制御・コントロール

(協力:三菱地所設計)

ウォーカブルな空間では、歩行者やくつろぐ人々を支援し共存するモビリティ（グリーンスローモビリティ、パーソ
ナルモビリティ等）の導入を想定。ライティング装置によるフレキシブルなゾーニング等の工夫や情報受発信装置と
なる多機能ポールの設置等を施すイメージ。

12

大丸有スマートシティの取組:ウォーカブルな空間のリ・デザイン（日常時）
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駐車場を活用し
パーソナルモビリティ格納庫へ転換

改札を抜けると
パーソナルモビリティがお待ちかね

パーソナルモビリティの
縦移動もスムーズに

駐車場ネットワークで
物流ロボットの域内移動も効率的に

歩行者と物流ロボットが
仲良く共存

パーソナルモビリティは
ビルエントランスで乗降

地下の格納庫からオンデマンドで出庫

車椅子型モビリティは
建物の縦動線と連動

デッキ接続が可能な箇所は
更なる移動の快適性向上の可能性

空からのアクセスは
ヘリポートを通じて建物内縦動線から

自動運転タクシーの格納庫と
地上とで連携し

オンデマンドで配車

(協力:三菱地所設計)

大丸有エリアは地上・地下ネットワーク接続やビル内縦移動など、上下の移動が多く存在するため、エレベータ
とパーソナルモビリティを連動するなど、３Dでシームレスな移動を実現。物流ロボットの移動は地下通路や駐
車場のネットワークを積極的に活用。パーソナルモビリティの格納庫やタクシープールは駐車場を転用すること
で既存ストックを有効活用。

13

大丸有スマートシティの取組:空間断面のリ・デザイン像
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大丸有版MaaS事業

構成員 大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティ推進コンソーシアム、株式会社
MaaS Tech Japan
【幹事】一般社団法人大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会、株式
会社MaaS Tech Japan
【主なモビリティWGメンバー】
BOLDLY株式会社、東京地下鉄株式会社、日の丸自動車興業株式会社、
株式会社Luup、株式会社ドコモ・バイクシェア

地域
課題

 「大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティビジョン・実行計画」において、
スマートシティ化により最適化すべき課題を「区域の発展的課題」として定
めている。ここで求める日常・非日常におけるエリアのポテンシャルの拡大・
レジリエンスの増強を多様なモビリティサービス提供を軸に解決する。

 現在は、エリア内外の交通事業者の運行データ、混雑データや移動者の
移動実態のデータを統合的に把握する手段がなく発展的課題解決のた
めに、それらを踏まえた情報案内、施策分析・評価のできるツールが必要。

事業
概要

サービス
開始時期 2021年12月予定

エリア 大手町・丸の内・有楽町地区（大丸有地区）

MaaS
システム

• 交通情報の統合データ基盤の構築
• 交通情報を可視化する案内ダッシュボードの構築
• エリマネ運営ツールとしての評価・分析ダッシュボードの構築
• 実証実験アプリ(既存)のMaasアプリ機能の付加

交通
サービス

• エリア内循環バス
• パーソナルモビリティ
• 鉄道等

交通以外
のサービス

 大丸有エリアで構築を進めている「大丸有版都市OS」と連
携し、エリア内の情報についても連携を行う予定

事業
目的

 大丸有エリアにおける交通データ（運行データや移動実態データ）を統合
する交通情報の統合データ基盤の導入とモビリティ情報の提供を行う

 MaaSアプリにより、上記モビリティ情報に加え、周辺エリアの情報を提供す
るサービスと一貫したハーフマイル移動の支援を行う

 誘発される行動変容について分析するツール(評価・分析ダッシュボード)を
整備し、分析結果を踏まえたリアルなまちへのフィードバックにより、大丸有
エリアにおいての魅力的なラストハーフマイルエリアの実現を目指す

取組イメージ

評価指標

 案内ダッシュボードやMaaSアプリを通じてエリアの交通情報の案内を行い、ダッシュボードの利用
数（アクセス数）を取得

 店舗クーポン等、連携するモビリティ以外のデータの利用回数をアプリから取得
 同時に、利用者アンケートでサービスの満足度や行動変容（交通手段の選択や店舗への立ち

寄り）につながった割合を取得

今後の方向性

 本事業の成果を踏まえながら、MaaSに特化した評価・分析ダッシュボードと、従来より大丸有ス
マートシティとして目指す「エリマネ・運営ツール」とのダッシュボード間の連携・標準化の知見を得
ることで、大丸有エリアで目指すエリマネDXを持続的に継続していく。

 交通データのほか、施設データなどの他分野のデータを利活用し、エリアの個人・企業向けサービ
スやエリアマネジメントを高度化するエリア管理者向けサービスの構築を進める

多種多様なモビリティ及び、目的地となる商業店舗やワークスペースなどが多数存在する大丸有地区において、交通手段を含めた人の一連の行動データを連携させ、
エリアサービスと一貫したハーフマイル移動の支援を行うとともに情報提供により誘発される行動変容について分析し、さらに魅力的なラストハーフマイルエリアを目指す。

MaaSを通じて提供するサービスのイメージ
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大丸有版MaaS事業 概念図

MaaS Tech JapanNTT データ
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Oh MY Map! Web版、iOS及びAndroidでアプリを提供

大丸有エリアデータ（モビリティを除く）
イベント情報:エリア内で開催される各種イベント情報（天気情報と連携し、表示優先度を制御）
施設情報:美術館、ワークスペース（三菱地所が提供するNINJA SPACEによる情報）ほか
天気情報:エリア内設置機器による気象観測情報（明星電気が提供するPOTEKAによる情報）
モビリティデータ
丸の内シャトル:バス運行情報、位置情報、バス乗降情報
BOLDLY自動運転バス（2022年初頭予定）:バス運行情報、位置情報
東京メトロ:列車ロケーション、運行情報、駅時刻表、ほか
LUUP電動キックボード:ポート情報（名称、位置情報、空き車両台数、営業時間）
ドコモ・バイクシェア シェアサイクル:ステーション情報（名称、位置情報、利用可能台数、営業時間）

実装対象データ
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本年度中の今後の取り組み
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2030年までのステップ

SDGｓ
目標達成年次

▼

【計画実行】
• WG、実証実施
• SCアイテム等構築

≪持続化モデル検討会≫
• 仕組み
• 体制
• 評価

体制整備

第2フェーズ

※運営母体・事業内容・拠点など、持続性・発展性の観点で体制面全般を検討

スマートシティ・アイテム
⇒全実装モード

関連行政対話・協議

▼
大阪万博

【計画立案】
• ３Dマスタープラン

【計画立案】
• SCグランドデザイン
• センサーマネジメント方針
• リデザインロードマップ

【計画実行】
• WG、実証実施
• SCアイテム等構築

• 第1フェーズにてスマートシティ・アイテム、ベースメントプラン、エリマネ・コアバリューの整備・方針整
理を進め、第2フェーズにて自走できるモデルを構築する。

• 2021年度に自走を目的とした『持続化モデル検討会』を開催し、得られた知見を通じ体制整備を推進する。

20302023

第1フェーズ

2020

国交省 スマートシティモデルプロジェクト／東京都 スマート
東京3か年事業

2021

エリマネ・コアバリュー
⇒自走の仕組みの構築（持続的モデル・体制）

ベースメントプラン
⇒推進・更新・ルールメイク

2022

フェー
ズ

公共PJ

活動
概要

▼

東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会

18

• 各プラン・ロードマップ深度化

プロモーショ
ンの
拡張
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https://www.tokyo-omy-w.jp/

https://www.tokyo-omy-w.jp/vision-plan


